




Analysis of Studentsʼ Improvement in English Writing. Part 2: Changes in Writing 












A comparative analysis of the results of three writing tests administered to 162 students in the first 
and second semesters of a junior college English compulsory class revealed statistically significant 
improvements in many items for all proficiency groups. It is possible that the teaching of error correction 
focusing on specific grammatical items, the teaching of discourse markers for structure and logic, the 
teaching of repeated writing of short English sentences, and the opportunity to write and present essays to 
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　第 2節では日本の高等教育における L2英文ライティング指導の先行研究を紹介し，第 3節で
リサーチクエスチョン，第 4節で調査方法，第 5節で調査結果を述べ，第 6節で考察を行い，第
7節でまとめる。
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　Wiseman（2012）は L2ライティングを評価する方法として holistic scoring rubric（全体的評価




る。すなわち holistic scoring rubricは短期的にみると時間と費用の節約になるというメリットが
あるが，analytic scoring rubricは長期的にみると学習者のライティング力の診断とクラス分けの
目的のためにはより好ましい採点法であると主張している。
　本研究の調査項目 7「Topic Development」は，Wisemanの analytic scoring rubricを参考にして
いる（pp.91-92）。Wisemanの analytic scoring rubricでは 5つのカテゴリー（Task Fulfillment. Topic 
Development，Organization，Register & Vocabulary，Linguistic Control）を 6段階で評価している。













　本研究の調査対象者は，短期大学必修英語科目 Integrated Englishを履修する 1年生のうち，学
期初め（5月）に実施した GTECを受検し，さらに前期始め（5月），前期末（7・8月），後期末
（1月）の 3回のライティングテストを受験した学生 162名を今回の調査対象とした ²。対象学生
の学科内訳は，日本語コミュニケーション学科 76名，英語コミュニケーション学科 86名であっ








































② CEFR A2レベル上 165～209 43 26％
③ CEFR A2レベル下 120～164 63 39％
④ CEFR A1レベル 119以下 29 18％
合計 162 100％
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定した。











目 4」は be動詞の使い方のエラー（3種類）の数，「項目 5」は動詞のない文の数，「項目 6」
は主節のない because節（becauseの断片文）の数である。文法に誤りがないことも，読み手の
理解の流れを遮らない reader-centeredな英文につながる。これらの誤りの特徴についてはMita, 
Kubota, & De Vera（2018）を参照されたい。
　リサーチクエスチョン（4）（contents）を調査するためは「項目 7」（Topic Development）を用
いた。内容の質を「全体的印象」で測定することは，曖昧で主観的になりがちになるため，本調

















　　　　　1. Be-basic: “The place is a lot of visitors.”  “New Year is busy.”
　　　　　2. Heavy-subject: “I like Yokohama Places is Minato Mirai.”
　　　　　3. Serial-verb: “Takeshi was lived in Nerima.”
項目 5．「動詞無し文エラーの数」
　　　　以下の例に見られるような動詞無し文エラーの数をカウントする。
　　　　　“The place I want to visit Taiwan.”
項目 6．「becauseの断片文エラーの数」
　　　　以下の例に見られるような becauseの断片文エラーの数をカウントする。





反意的 However, Yet, Nevertheless
対照の導入 While Instead, On the other hand, In contrast
On the contrary
譲歩 Although Though, Even though
付加的 Moreover, Also Furthermore, In addition, Besides
例示 For example, For instance, such as













As a result, Therefore






強調 Especially, In particular
（cf.中谷,2020,p.36）




（例） The place I want to visit most is Okinawa. There are three reasons. First of all, I like 
hot place. Second of all, beach is beautiful and rich in nature. And finally, I've never eat 
Okinawa food, and I want to try them.
2）Detail文が少しあるが内容が限定的なもの「1」
（例） The place I want to visit most is Hawaii. There are three reason. I want to eat delicious 
food in Hawaii. For example, I like garlic shrimp. I want to surf because my father is doing 
it. I want to go to the beach in the evening. Because the setting sun is beautiful.
3）Detail文が複数ありトピックが発展し内容が深まったと考えられるもの「2」
（例） The place I want to visit most is Okinawa. There are three reasons. First, I have been to 
Okinawa only once. In addition, the weather was very bad when I went to Okinawa. So, I 
want to see the beautiful sea of Okinawa on a sunny day. Next, I want to eat delicious food 
in Okinawa. When I went to Okinawa, I ate delicious food such as Okinawa soba and Sata 
Andagi. And I like them very much. So, if I go to Okinawa again, I want to eat them. Finally, 
I like Okinawa time. Because it is very slowly, we can relax in Okinawa time. That’s why I 
want to go to Okinawa.
5．調査結果





































































































図 1 各グループのライティ トの語数平均 
 
グループ①の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）３を⾏っ
た結果, F(2, 52)=37.697 で, 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グループ
①は１回⽬と２回⽬は５％⽔準, ２回⽬と３回⽬は 0.1%⽔準, １回⽬と３回⽬は 0.1%⽔準
で有意であった。 
グループ②の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(1.596, 67.028)=93.061 で 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グ
ループ②は１回⽬と２回⽬,２回⽬と３回⽬,１回⽬と３回⽬いずれも 0.1%⽔準で有意であ
った。 
グループ③の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(1.466, 90.899)=96.373 で 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定 は, グ
ループ③は１回⽬と２回⽬,２回⽬と３回⽬,１回⽬と３回⽬いずれもいずれも 0.1%⽔準で
有意であった。 
グループ➃の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏った
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果，F（1.421，39.796）＝ 46.958で 0.1%水準で有意であった。平均値間の差の検定では，グ








































  1 回⽬ 1 回⽬ SD 2 回⽬ 2 回⽬ SD 3 回⽬ 3 回⽬ SD 
グループ① .52 .509 .93 .267 1.00 .000 
グループ② .49 .506 .81 .394 1.00 .000 
グループ③ .65 .481 .81 .396 .94 .246 
グループ④ .39 .497 .68 .476 .89 .315 







グループ①の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(1.428, 37.129)=18.735 で, 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では,  
グループ①は 1 回⽬と２回⽬は１％⽔準,１回⽬と３回⽬は 0.1%⽔準で有意であった。２回
⽬と３回⽬は有意でなかった。 
グループ②の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(1.731, 72.702)=23.673 で, 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では,
グループ②は１回⽬と２回⽬は 1%⽔準で有意,１回⽬と３回⽬は 0.1%⽔準で有意, ２と３
は５％⽔準で有意であった。 
グループ③の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F (2, 124)=10.383 で, 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グルー























　グループ①の 3回のライテ トについて 1要因の分散 析（反復測定）を行った結
，F（1.428，37.129）＝ 18.735 ，0.1 水 で有意であった。平均値間の差 検定では，グ






















表 6　その他のディスコースマーカーの 100 語あたりの数の平均と標準偏差





























（グループ① n＝ 27，グループ② n＝ 43，グループ③ n＝ 63，グループ④ n＝ 29）
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図３「その他のディスコースマーカー」の 100 語あたりの出現数の平均⽐較 
 
グループ①の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(2, 52)=11.915 で 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では,  
グループ①は１回⽬と３回⽬は 0.1%⽔準で有意,２回⽬と３回⽬は１％⽔準で有意であっ
た。１回⽬と２回⽬は有意でなかった。 
グループ②の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(1.891, 117.253)=30.856 で 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, 
グループ②は１回⽬と２回⽬,１回⽬と３回⽬は 0.1%⽔準で有意であった。２回⽬と３回⽬
は有意でなかった。 
グループ③の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(2, 124)=32.425 で 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グループ
③は１回⽬と２回⽬,１回⽬と３回⽬は 0.1%⽔準で有意であった。２回⽬と３回⽬は有意で
なかった。 
グループ➃の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ




５．４．be 動詞エラーの数（100 語あたり） 











































表 7　be 動詞エラーの 100 語あたりの出現数の平均と標準偏差

































表 7 be 動詞エラーの 100 語あたりの出現数の平均と標準偏差 
  1 回⽬ 1 回⽬ SD 2 回⽬ 2 回⽬ SD 3 回⽬ 3 回⽬ SD 
グループ① 0.05 0.27 0.10 0.34 0.15 0.48 
グループ② 0.29 0.83 0.08 0.30 0.20 0.52 
グループ③ 0.45 1.05 0.09 0.42 0.28 0.59 
グループ④ 0.46 1.34 0.00 0.00 0.18 0.56 




図４「be 動詞エラー」の 100 語あたりの出現数の平均⽐較 
 
3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏った結果,グルー




習熟度別の 4 つのグループの「動詞無し⽂エラー」の各ライティングテストでの 100 語
あたりの出現数の平均と標準偏差を表 8 および図５に⽰した。 
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表 8　動詞無し文エラーの 100 語あたりの出現数の平均と標準偏差





























（グループ① n＝ 27，グループ② n＝ 43，グループ③ n＝ 63，グループ④ n＝ 29）
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  1 回⽬ 1 回⽬ SD 2 回⽬ 2 回⽬ SD 3 回⽬ 3 回⽬ SD 
グループ① 0.51 0.98 0.17 0.41 0.08 0.43 
グループ② 1.83 2.50 0.28 0.71 0.29 0.78 
グループ③ 2.47 3.45 0.90 1.33 0.11 0.43 
グループ④ 2.15 3.28 0.69 1.14 0.08 0.42 




図５「動詞無し⽂エラー」の 100 語あたりの出現数の平均⽐較 
 
グループ①の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, 有意ではなかった。 
グループ②の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(1.239, 84)=13.231 で 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グル
ープ②は１回⽬と２回⽬, １回⽬と３回⽬は 1%⽔準で有意であった。２回⽬と３回⽬は有
意でなかった。 
グループ③の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(1.250, 124)=20.105 で 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グル
ープ③は１回⽬と２回⽬は１％⽔準であった。１回⽬と３回⽬, ２回⽬と３回⽬は 0.1％⽔
準で有意であった。 
グループ➃の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ






































表 9　because の断片文エラーの 100 語あたりの出現数の平均と標準偏差



































５．６．because の断⽚⽂エラーの数（100 語あたり） 
習熟度別の 4 つのグループの「because の断⽚⽂エラー」の各ライティングテストでの
100 語あたりの出現数の平均と標準偏差を表 9 および図６に⽰した。 
 
表９ because の断⽚⽂エラーの 100 語あたりの出現数の平均と標準偏差 
  1 回⽬ 1 回⽬ SD 2 回⽬ 2 回⽬ SD 3 回⽬ 3 回⽬ SD 
グループ① 0.25 0.74 0.02 0.10 0.00 0.00 
グループ② 1.11 1.85 0.10 0.36 0.13 0.38 
グループ③ 1.12 1.99 .21 0.69 .11 .40 
グループ④ 1. 9 2.37 0.26 1.03 0.15 0.39 





































ループ③は 1回目と 2回目，1回目と 3回目は 1％水準で有意であった。2回目と 3回目は有意










































図７ Topic Development の平均⽐較 
 
グループ①の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(2, 52)=38.877 で,  0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グルー
プ①は１回⽬と３回⽬, ２回⽬と３回⽬は 0.1%で有意であった。１回⽬と２回⽬は 1％⽔
準で有意であった。 
グループ②の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(2, 84)=83.099 で,  0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グルー
プ②は１回⽬と２回⽬, ２回⽬と３回⽬, １回⽬と３回⽬いずれも 0.1%⽔準で有意であっ
た。 
グループ③の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(2, 124)=121.314 で, 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グルー
プ②は１回⽬と２回⽬, ２回⽬と３回⽬, １回⽬と３回⽬いずれも 0.1%⽔準で有意であっ
た。 
グループ➃の 3 回のライティングテストについて 1 要因の分散分析（反復測定）を⾏っ
た結果, F(2, 56)=58.567 で, 0.1%⽔準で有意であった。平均値間の差の検定では, グループ






















図 7　TopicDevelopment の 比
　グループ①の 3回のライティングテストについて 1要因の分散分析（反復測定）を行った結
果，F（2，52）＝ 38.877で，0.1%水準で有意であった。平均値間の差の検定では，グループ①






は 1回目と 2回目，2回目と 3回目，1回目と 3回目いずれも 0.1%水準で有意であった。
　グループ③の 3回のライティングテストについて 1要因の分散分析（反復測定）を行った結
果，F（2，124）＝ 121.314で，0.1%水準で有意であった。平均値間の差の検定では，グループ
②は 1回目と 2回目，2回目と 3回目，1回目と 3回目いずれも 0.1%水準で有意であった。
　グループ④の 3回のライティングテストについて 1要因の分散分析（反復測定）を行った結
果，F（2，56）＝ 58.567で，0.1%水準で有意であった。平均値間の差の検定では，グループ④





























 「ホリデーカード」の英⽂作りとカード作成, 発表 
 「Girl Rising」の英⽂作りと発表 
 「3 つの論理」（抽象化, 対⽐, 因果関係）の学習 
 どれも役に⽴たなかった 
 





















(グループ①n=27, グループ②n=43, グループ③n=63, グループ➃n=29, 複数選択可) 






















































・ becauseや for exampleなど日本人が間違えやすい文法を改めて学習できたことが役に立った。身について
いるかは分からないが，間違った文章を見て少し違和感を覚えるようになっただけでも成長だと思う。













・  becauseや for exampleの指定文法エラーを何度も詳しく教えていただくことで，自分は今まで間違った使い
方をしていたことが分かり，また，自分の力でその 2つを使った英文を無理なく書けるようになりました。



































Page 1 of 1
2021/02/07file:///C:/Program%20Files%20(x86)/Mathematical%20Systems%20Inc/Text%20Min...





















・ 前期からしつこいほどやった，becauseや for exampleの使い方をもう完璧にできたと思うので，何度も
やってよかったと思った。
6．考察




違いがあるか。」については，「項目 1」（総語数）により調査した。総語数は表 4，図 1のよう
に 3回目の語数が 1回目に比べて 40%から 58%増加し，全グループで 1回目に対して 3回目で





























の違いがあるか。」については，「項目 4」（3種類の be動詞エラー数），「項目 5」（動詞無し文の
数），「項目 6」（becauseの断片文エラーの数）という 3つの評価項目により調査した。











　「項目 5」（動詞無し文エラーの数）は，Mita, Kubota, & De Vera（2018）や三田 & 霜田（2020）
では取り上げなかった調査項目である。動詞無し文とは I want to a lot of shopping.（グループ②），
Mountain calm very beautiful view.（グループ③），It very delicious.（グループ④）のような文であ
る。今回一定の割合で表出されたため，調査項目に加えた。表 8，図 5に見られるように，グ








　「項目 6」（becauseの断片文エラーの数）については，表 9，図 6に見られるように，グルー
プ①では統計的に有意な変化は見られなかったが，元々このエラーの出現数が少なく，3回目で
は becauseの断片文が 0となった。一方グループ②とグループ③では 1回目と 2回目，1回目と
3回目のどちらも 1％水準で有意に改善していた。グループ④では統計的に有意な改善となって
いなかったが，100語あたりの becauseの断片文は 1.19（1回目）から 0.15（3回目）に減少し
ている。エラーの実数も 1回目で 13件に対して 2回目で 2件と大幅に減少しているが，統計的
に有意な結果とならなかったのは，1回目で 1名の学生のライティングにエラーが集中していた






た。三田 & 霜田（2020）では，一般的に英文の contentsを測るために用いられている Global 
Impression（全体的な印象）という評価基準では評価者によりブレが生じ曖昧であると判断した
ため，contentsの深化を測る基準としてWiseman（2012，pp.91-92）の analytic scoring rubricの中
の Topic Developmentという評価基準を導入した。
　「項目 7」（Topic Developmnet）については表 10，図 7が示すように，すべてのグループで，1
回目に対して 3回目で 0.1%水準で統計的に有意に改善が見られた。
　Topic Developmentは論理的文章を書く上で不可欠な論理の展開法の指導に関わるため，特に







































































1.  Integrated Englishは，短期大学の全学必修英語科目で，1年前期に Integrated English a（1年前期），
Integrated English b（1年後期）を開講している。前後期とも週 2コマの授業で，そのうち 1コマは日本人
教員，もう 1コマはネイティブ教員が担当する。
2.  通常前期授業の期間は 4月上旬から 7月末であるが，2020年度は新型コロナ感染対策により，メディア双
方向授業が 5月上旬開始，8月上旬終了となった。そのため GTECやライティングテストの 1回目試験が
5月，ライティングテスト 2回目がクラスによって 7月末または 8月初旬となった。3回目は全クラス翌
年 1月に実施した。
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I would like to visit Australia.
The first reason is that Australia has a similar environment to Japan.
I think Australia is a good place to visit because of it.
Second, there are many environmental movements, and the third reason is that Australia has held one of the largest 
LGBT parade.
I want to know and learn about the problem of the world.
2 回目（前期末）
The place I want to visit most is Italy. There are three reasons.
First reason is that I want to try and eat Italian foods. I've heard that the foods there are very delicious, for example, 
tomatoes, lemons and etc.
Second, I would like to see more the buildings and beautiful scenery of Italy.
Third reason is that I want to buy Italian crafts for myself. Especially glass work is good.
3 回目（後期末）
The place I want to visit most is Korea. There are three reasons.
 The first reason is that travel expenses and prices are low and it is easy to travel. We can go sightseeing in Korea for the 
same travel expenses as traveling in Japan. Also, it is easy to reach Seoul in just over two hours from Tokyo.
 The second reason is that I want to eat the delicious foods there, for example, Japchae and Samgyeopsal. Especially, I 
would like to try eating street foods in Seoul.
 The third reason is that I want to invest in "beauty" such as cosmetics, massage and esthetic. Korea is a country that 
specializes in beauty, so I would like to buy some popular cosmetics and experience massage there.




I want go to the Korea.
That's because there are so famous in Japan.
I intrested in Korean foood.
forexanple, toppogi. chicken, etc....
I want to eat many Korean food!!!
so, I want go to the Korea.
2 回目（前期末）
The place I want to go to visit most is America.
There are three reasons.
First reason is that thre are many delicious foods in America.
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Forexample,I want to eat hamburger, icecream and pizza. It makes me
happy.
Secound reason is that there are many famous place in America.
The place I want to go to most is NewYork.
because I want to go shopping in NY.
3 回目（後期末）
The place I want to visit most is Hawaii. There are three reasons.
First reason is that there are many great food. There are many delicious foods in Hawaii, for example, pancakes, Loco 
Moco and Poki Poki. lt makes me happy. So I interested in food in Hawaii.
Secound reason is that I can swim beautiful sea in Hawaii. There are many
bautiful view sea in Hawaii, for example, Waikiki Beach, Kaimana Beach. There are famous for Hawaii people. when I 
go Hawaii I want to go many beautiful beach.
Last reason is that There are many people can speak Japanese② because I can speak Japanese in Hawaii. It is glad for 
me to speak Japanese.
Therefore I want to visit most is Hawaii. I want to make much memories in Hawaii.
【グループ③学生Cのエッセイの変化】
1 回目（前期始め）
I want go to abroad.
Place in New York.
First reason I like America. America culuture Fascinate.
Secound reason I like hamburger. I hope to eating American food.
Last reason I want to speak to America people.
I visit various sightseeing.
2 回目（前期末）
The place I want to visit most is Australia. There are three reasons.
At First I like the ocean in Australia because it' s so beautiful. Second I want to eat Australian food,for example,Fish and 
Chips and Meat pie.Finally I want to see the night view of Brisbane because I like to see the night view.
3 回目（後期末）
The place I want to visit most is Denmark. There are three reasons. First, there are very beautiful a view. It’s always 
makes me happy. For example, the cityscape of Copenhagen is like a dreamland. Second, I’m interested in Denmark’s 
commitment to the environment because environmental issues are very much talked about now. Denmark is focused on 
environmental issues, so I would like to work in this country. Finally, I like Danish miscellaneous goods because it is 
very cute. Flying Tiger is a popular store in Japan, but if you actually visit Denmark, you'll want to see a lot of general 
store. For these reasons, Denmark is favorite place.
【グループ④学生Dのエッセイの変化】
1回目（前期始め）
I want to go Singaporu.
I want see Maraion.
My favorite airtist was go.
I want eat Singaporu's food.
2 回目（前期末）
The place I want to visit most is Osaka. There are three reasons.
First, Osaka has many delicious foods, for example, takoyaki and okonomiyaki.
Second, Osaka has many famous places, for example, Dotonbori and Universal Studios Japan.
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Third, I like Kansai dialect because I think it's cute.
3 回目（後期末）
The place I want to visit most is Okinawa. There are three reasons. The first reason is that the see is so beautiful. When 
I went to Okinawa, there were many beaches, but every beach I saw was beautiful. The second reason is that the food 
is delicious. You can eat things you can't usually eat in Tokyo, such as goya champuru and Soki soba. The third reason 
is that I like the atmosphere of Okinawa. There are a lot of delicious food and the sea, but they treat us very kindly and 
provide us with service, perhaps because we are used to dealing with tourists. In addition, the atmosphere of the war is 
the easiest to feel, and the atmosphere unique to Okinawa is very attractive.
